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健康は適度な運動とバランスの取れた食事から
限りある資源　もう一度考えてみませんか？
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み
や
こ
の
じ
ょ
う



運
動
の
ス
ス
メ  

　

厚
生
労
働
省
が
1
週
間
に
必
要
な
活

動
量（
身
体
活
動
量
）
の
目
安
と
し
て

ま
と
め
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ガ
イ
ド
で

は
、「
運
動
」だ
け
で
は
な
く
、床
掃
除
、

庭
い
じ
り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
公
園
で

遊
ぶ
と
い
っ
た
生
活
の
中
に
あ
る
動
き

（「
生
活
活
動
」）
も
健
康
づ
く
り
に
効

果
的
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
体
を
動
か
し
て
い
な
い
と
感
じ

る
人
は
、
一
日
の
生
活
を
振
り
返
っ
て

工
夫
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
生
活
活
動
」
を
見
直
す
だ

け
で
な
く
、「
運
動
」
に
も
挑
戦
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
手
軽
に

始
め
ら
れ
る「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
は
初

心
者
に
も
お
薦
め
で
す
。
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かかとから
着地する

胸を張る

視線を遠く
あごは引く

足を伸ばす

肩の力を抜く

腕は前後に
大きく振る

背筋を伸ばす

歩幅はでき
るだけ広く

　まずは、自分のペースで始めましょう。慣れてきたら速度を徐々に上げ、
「ややきつい」くらいの速度を維持できるようにしましょう。
　病気にかかりにくい人は、１日 60 分程度の運動を取り入れています。
時間と回数はだんだん増やしましょう。回数は、増やしても週５回程度で
抑え、早めの休憩や水分補給を心がけてください。

生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

に
は
、
適
度
な
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
を
「
運
動
」「
食
事
」
の
両

面
か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

２
７
６
５

1
肥
満
予
防  

新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
、
体
脂

肪
を
燃
や
す

2
ス
ト
レ
ス
解
消  

血
液
が
よ
く
循
環
し
て
脳
に
刺
激

を
与
え
、
自
律
神
経
が
安
定
す
る

3
心
肺
機
能
の
向
上  

酸
素
の
摂
取
量
が
増
え
、
心
肺
機

能
が
高
ま
る

4
高
脂
血
症
予
防  

中
性
脂
肪
が
減
り
、Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
加
さ
せ
、

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る

5
血
圧
の
安
定  

血
行
が
良
く
な
り
、
血
圧
が
安
定

す
る

6
糖
尿
病
予
防  

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
な
る

7
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防  

適
度
な
刺
激
が
骨
に
加
わ
り
、
骨

を
強
く
す
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
７
つ
の
効
果

健
康
健
康
は
適
度
適
度
な
運
動
運
動
と

バ
ラ
ン
ス

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
れ
た
食
事
食
事
か
ら
か
ら

健
康
健
康
はは
適
度
適
度
なな
運
動
運
動
とと

バ
ラ
ン
ス

バ
ラ
ン
ス
のの
取取
れ
た
れ
た
食
事
食
事
か
ら
か
ら
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地
域
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り  

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。
あ
な
た
は
、
大
丈
夫

で
す
か
？

　

原
因
は
、
食
生
活
の
変
化
や
運
動
不

足
な
ど
の
生
活
習
慣
で
す
。
自
分
の
健

康
は
、自
分
で
守
る
。
と
は
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
継
続
す
る
の
は
難
し
い
も
の

で
す
。
気
軽
に
仲
間
と
一
緒
に
、
地
域

で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

本
市
で
は
、「
み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康

づ
く
り
会
」
と「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

が
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
ま
す
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会  

　
「
み
や
こ
の
じ
ょ
う
健
康
づ
く
り
計

画
21
」
を
推
進
す
る
担
い
手
と
し
て
、

市
内
15
地
区
の
健
康
づ
く
り
会
の
メ
ン

バ
ー
が
生
活
習
慣
病
予
防
、
高
齢
者
の

寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た
め

の
活
動
を
各
地
域
に
お
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
健
康
長
寿
を
目
指
し
、
自
分

自
身
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
健
康

長
寿
課
（
☎
23-

2
7
6
5
）ま
で
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
が
完
成  

　

本
市
で
は
健
康
づ
く
り
活
動
の
一
環

と
し
て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
推
進
す
る

市
民
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
平
成
18
年
度

に
策
定
し
、
市
民
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
、
健
康
な
日
々
が
送
れ
る
よ
う
に
、

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

楽
し
く
、
手
軽
に
で
き
る
」
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り

会
に
協
力
を
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
お
薦
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
選
定
し
、
ポ
イ
ン
ト
ご
と
の
距
離
測

定
や
調
査
を
実
施
し
、「
み
や
こ
の
じ
ょ

う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
住
む
町
の
自
然
を
満
喫

し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ

く
り
を
行
う
た
め
に
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
食
生
活
改
善
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
公
民
館
だ
よ
り

な
ど
で
日
程
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

３
１
８
４

　

お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
は
健
康
の
基
本
で
す
が
、
自
分
で
食

生
活
を
改
善
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
。
そ
ん
な
時
、
自
分
の
生
活
経
験
を

通
じ
て
得
た「
生
き
た
知
恵
」を
貸
し
て

く
れ
る
の
が
食
生
活
改
善
推
進
員
で
す
。

　

本
市
で
は
、
2
2
0
人
の
食
生
活
改

善
推
進
員
が
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私

た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
食
生
活
改
善
講
習
会

地
域
の
人
を
対
象
に
し
た
生
活
習
慣

病
予
防
や
介
護
予
防
の
た
め
の
食
生

活
改
善
に
つ
い
て
、
調
理
実
習
を
含

む
地
区
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す

②
母
と
子
の
食
生
活
共
同
体
験
教
室

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

学
校
の
協
力
を
得
て
、
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
食
生
活
の
た
め
の
調
理
実

習
、
正
し
い
食
習
慣
の
形
成
な
ど
の

共
同
体
験
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

③
乳
幼
児
健
診
時
の
お
や
つ
作
り

乳
幼
児
の
食
育
の
大
切
さ
を
啓
発
す

る
た
め
に
手
作
り
お
や
つ
を
作
り
、

レ
シ
ピ
と
一
緒
に
、
1
歳
6
カ
月
児

健
診
、
3
歳
児
健
診
の
受
診
者
に

配
っ
て
い
ま
す

地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す

食
生
活
改
善
推
進
員

　

料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
れ
ば

い
い
か
な
と
食
生
活
改
善
推
進
員
に

な
っ
て
26
年
。
今
で
は
自
分
や
家
族
の

健
康
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
対

し
て
貢
献
で
き
る
活
動
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
健
康
食

を
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、
講
習
会
で

作
っ
た
食
事
を
参
加
者
で
囲
ん
だ
り
、

習
っ
た
料
理
を
近
所
の
お
年
寄
り
に
お

す
そ
分
け
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が

る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

最
近
は
、
食
事
を
手
作
り
す
る
機
会

も
食
べ
る
機
会
も
減
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
家
族
の
健
康
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
講
習
会
に
参
加
し
て
食
生
活
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

瀧
たきぎく

聞  多津子さん
（横市地区）

健
康
長
寿
課
、
各
総
合
支
所
、

各
地
区
公
民
館
で
希
望
者
に
配
布
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ご
み
排
出
の
現
状

　

平
成
19
年
度
に
清
掃
工
場
に
持
ち

込
ま
れ
た
ご
み（
可
燃
ご
み
・
可
燃
性

粗
大
ご
み
）
は
5
万
7
、6
2
0
㌧
で
、

昭
和
58
年
度
と
比
較
す
る
と
、
搬
入
量

は
約
3
倍
、
50
キ
ロ

グ
ラ
ム

あ
た
り
の
焼
却
処
理

経
費
は
約
1
・
5
倍
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
は
、

年
間
約
1
万
3
、0
0
0
㌧
の
不
燃
ご

み
・
不
燃
性
粗
大
ご
み
、
お
よ
び
資
源

ご
み
が
搬
入
さ
れ
、
そ
の
内
の
約
25
㌫

が
資
源
と
し
て
再
生
処
理
工
場
へ
搬
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

捨
て
れ
ば
ご
み
、
生
か
せ
ば
資
源

　

現
代
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
型
社
会
は
、
多
く
の
資
源
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
大
量
の
ご
み
を

発
生
さ
せ
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
深
刻
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
使
う
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で
き
る
限
り
減
ら
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
在
、
本

市
で
は
資
源
の
消
費
抑
制
を
行
う
と
と

も
に
、環
境
へ
の
負
担
軽
減
を
提
言
す
る

た
め
、
4
Ｒ
と
循
環
型
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

循環型社会のしくみ

R educe
リデュース

ごみをなるべく
少なくする

R euse
リユース

製品を
再利用する

R ecycleリサイクル

製品の原料として
回収する

R efuseリフューズ

ごみになるものを
つくらない

4R4R4R

私たちの便利な生活は、地球の限りある資源の消費によって成り立っています。私たちの便利な生活は、地球の限りある資源の消費によって成り立っています。
しかし、便利さだけを追求し、資源の無駄遣いを行ってきた結果、地球全体が悲しかし、便利さだけを追求し、資源の無駄遣いを行ってきた結果、地球全体が悲
鳴をあげています。鳴をあげています。
現在の生活をもう一度見直し、地球のためにできることを考えてみませんか？現在の生活をもう一度見直し、地球のためにできることを考えてみませんか？

限りある資源限りある資源
もう一度考えてみませんか？もう一度考えてみませんか？
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
願
い

　

不
燃
ご
み
の
破
砕
時
に
、
金
属
の

摩
擦
に
よ
る
火
花
が
原
因
で
、
毎
年

20
回
程
度
の
小
火
災（
白
煙
）
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
少
し
の
火
花
で
も

引
火
す
る
物
を
ご
み
と
し
て
出
す
と

き
は
、
次
の
よ
う
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶

穴
を
開
け
て
ガ
ス
抜
き
し
、
資
源

ご
み（
空
き
缶
類
）置
き
場
へ

◇
ラ
イ
タ
ー

燃
料
ガ
ス
を
使
い
き
り
、
不
燃
ご

み
置
き
場
へ

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ

灯
油
を
完
全
に
使
い
き
り
、
直
接

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

◇
ガ
ス
コ
ン
ロ（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
含
む
）

乾
電
池
を
は
ず
し
、
直
接
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
へ

◇
携
帯
電
話

販
売
店
へ

◇
充
電
電
池（
リ
チ
ウ
ム
電
池
）・
ボ

タ
ン
電
池
な
ど

販
売
店
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
回

収
箱
へ

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
36-

3
9
0
0

可
燃
ご
み
の
持
ち
込
み
が
有
料
に

　

平
成
20
年
10
月
1
日
か
ら
清
掃
工
場

へ
直
接
持
ち
込
む
際
に
、
ご
み
の
焼
却

手
数
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
な
ぜ
有
料
に
？

　

現
在
、
本
市
の
ご
み
処
理
経
費
は
全

て
一
般
財
源（
税
金
）
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
た
負

担
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
民
に
は
不
公
平
な
面
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、有
料
化
に
よ
っ
て
、

負
担
の
公
平
化
、
お
よ
び
ご
み
の
排
出

抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
節
約
さ
れ
た

予
算
を
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

□
焼
却
手
数
料

○
家
庭
系
ご
み

１
回（
50
キ
ロ

グ
ラ
ム

ま
で
）
の
搬
入
に
つ
き
、

1
0
0
円

※
50
キ
ロ

グ
ラ
ム

を
超
え
る
ご
と
に

1
0
0
円
加
算

○
事
業
系
ご
み

１
回（
1
0
0
キ
ロ

グ
ラ
ム

ま
で
）
の
搬
入
に
つ

き
、
2
0
0
円

※
1
0
0
キ
ロ

グ
ラ
ム

を
超
え
る
ご
と
に

2
0
0
円
加
算

○
犬
、
猫
の
死
体

１
体
に
つ
き
5
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ　

清
掃
工
場

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

0
2
7
7

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」へ
行
こ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」へ
行
こ
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ
い
せ
い
館
」へ
行
こ
う
！

　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ「
さ

い
せ
い
館
」
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
施

設
で
す
。
館
内
は
4
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
お
り
、
紙
す
き
や
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ト
な
ど
を
体
験
で
き
る
多

目
的
工
房
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
に
関
す
る
学
習
・
体
験
設
備
が

整
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
来
館
し
た
こ

と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
身
近
な
施
設

で
環
境
問
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

◉
創
作
の
森

　

ガ
ラ
ス
細
工
や
紙
す
き
、
せ
っ
け

ん
づ
く
り
、
植
木
の
ポ
ッ
ト
づ
く
り

な
ど
が
体
験
で
き
る
多
目
的
工
房
を

開
放
し
て
い
ま
す
。

◉
知
識
の
森
・
情
報
の
森

　

リ
サ
イ
ク
ル
や
地
球
環
境
に
つ
い

て
学
べ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

設
備
、
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
そ
ろ
え
た

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
整
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
城
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
「
さ
い
せ
い
館
」

　

☎
36-

3
9
0
0
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3
月
議
会
で
は
、
6
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
31
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

□
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設

質  

郡
元
町
に
あ
る
清
掃
工
場
が
耐
用

年
数
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
代
わ
る
新
し
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
と
進
捗
状
況
な
ど
を
伺
い
た
い
。

答  

建
設
予
定
地
は
、
山
田
町
山
田
深

谷
の
四
方
面
山
の
南
西
部
で
、
1
日
当

た
り
2
3
0
㌧
の
燃
や
せ
る
ご
み
な
ど

の
処
理
を
行
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に

地
元
と
基
本
合
意
に
至
り
、
平
成
19
年

度
か
ら
整
備
基
本
計
画
や
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
方
法
書
の
策
定
、
地
質
調
査
な

ど
を
進
め
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
地

元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
平
成
21
年
度
ま
で
の
3
カ
年

を
調
査
期
間
と
し
、
基
本
設
計
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
環
境
影
響
評
価
の
現
地
調

査
・
観
測
を
進
め
ま
す
。
平
成
25
年
度

ま
で
を
工
事
期
間
と
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
稼
働
の
予
定
で
す
。
焼
却
の
方
法

は
、
現
在
と
同
じ
ス
ト
ー
カ
炉
に
よ
る

方
式
で
す
が
、
違
う
利
点
と
し
て
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い

る
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
燃
や
せ
る
ご
み
と

し
て
適
正
に
処
理
で
き
る
ほ
か
、
処
理

に
伴
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

回
収
し
て
、
発
電
す
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
連
続
運

転
日
数
の
長
期
化
や
補
修
期
間
の
短
縮

な
ど
に
よ
り
安
定
し
た
処
理
が
行
え
、

定
期
点
検
や
補
修
の
た
め
に
搬
入
規
制

を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

□
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

質  

現
行
制
度
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ

る
点
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答  

老
人
保
健
法
が
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
に
全
面
改
正
さ

れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
複
数
の
病

気
に
か
か
っ
た
り
、
治
療
が
長
期
化
す

る
傾
向
に
あ
る
高
齢
者
の
特
性
を
踏
ま

え
た
上
で
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

医
療
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。ま
た
、

今
後
、
医
療
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
そ
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
の
負
担
を
明
確
に
し
、

世
代
間
を
公
平
に
し
ま
す
。

　

財
源
と
し
て
は
、
医
療
に
か
か
る
費

用
の
う
ち
、
後
期
高
齢
者
の
一
部
負
担

を
除
い
て
、
公
費
を
5
割
と
し
、
4
割

を
若
年
者
の
保
険
料
で
、
1
割
を
後
期

高
齢
者
の
保
険
料
で
賄
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
75
歳
以
上
と
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
人（
65
歳
以
上
74
歳
以

下
）
で
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

な
ど
を
脱
退
し
て
、
こ
の
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

料
と
の
違
い
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

世
帯
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険

者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
格
管

理
、
医
療
給
付
、
診
査
点
検
な
ど
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
広
域
連
合
で
行

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
相
談

窓
口
や
申
請
の
受
け
付
け
、
保
険
料

の
徴
収
に
つ
い
て
は
市
町
村
で
行
い
ま

す
。

平
成
20
年
第
３
回
市
議
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
27
日
ま
で
の
25
日
間
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
19
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平
成

20
年
度
都
城
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
64
件
、
議
員
提
出
議
案

６
件
、
そ
の
他
議
決
事
項
１
件
の
合
計
71
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、

議
員
提
出
議
案
１
件
が
否
決
さ
れ
た
ほ
か
は
す
べ
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

平
成
20
年
３
月
議
会

20 年度当初予算（17件） 
【一般会計】　661億1,000万円　
【特別会計】　445億9,649万6千円
【企業会計】　　40億9,605万6千円

19 年度補正予算（13件） 
【一般会計】　△15億4万8千円
【特別会計】　　6,800万4千円
【企業会計】　△1億3,948万5千円

条例の制定・一部改正（26件） 
□都城市後期高齢者医療に関する条例
□都城市こども基金条例ほか 24 件

その他（6件） 
□財産の取得についてほか 5件

諮問（2件） 
□都城市監査委員の選任について議会
の同意を求めることについてほか1件

議員提出議案（6件） 
□都城市議会委員会条例の一部を改正
する条例の制定についてほか 5件

その他議決事項（1件） 
□閉会中の各常任委員会および議会運
営委員会所管事務調査について
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□
学
校
給
食

質  

4
月
か
ら
新
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼

働
す
る
が
、
外
国
産
の
輸
入
食
材
は
ど

の
程
度
使
わ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

ま
た
、
地
元
業
者
と
県
学
校
給
食
会
と

の
食
材
の
調
達
割
合
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食

材
な
ど
の
値
上
が
り
へ
の
対
応
、
調
理

と
配
送
業
務
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答  

加
工
食
品
の
残
留
農
薬
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
加
工
食
品
に
つ
い

て
は
す
べ
て
国
内
の
工
場
で
製
造
さ
れ

た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
市
で

使
用
さ
れ
た
中
国
産
き
く
ら
げ
か
ら
通

常
の
2
倍
の
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
て

以
降
は
、
中
国
産
の
食
材
は
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
食
材
は
、
安
心
、
安
全
の

観
点
か
ら
も
、
で
き
る
限
り
国
内
産
を

使
用
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
限
ら
れ
た
給
食
費
の
中
で
献
立
を

作
成
す
る
た
め
、
外
国
産
の
原
材
料
を

使
用
し
た
加
工
食
品
も
使
用
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
な
状
況

も
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
、
残
留
農
薬
の

検
査
証
明
書
添
付
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

食
材
購
入
は
、
県

学
校
給
食
会
と
の
取

引
割
合
が
大
き
い
の

が
現
状
で
す
。
学
校

給
食
会
は
、
県
教
育

委
員
会
の
指
導
、
監

督
の
下
、
県
内
に
お
け
る
学
校
給
食
用

物
資
を
適
正
、
円
滑
に
供
給
す
る
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
も
取
引

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
都
城

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
分
に
つ
い
て
は
、

45
・
6
㌫
が
学
校
給
食
会
、
残
り
の

54
・
4
㌫
が
一
般
業
者
で
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
地
元
業
者
で
す
。

　

食
材
の
値
上
が
り
に
つ
い
て
は
、
5

つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
共
同
購
入
や

共
同
入
札
に
よ
り
購
入
単
価
を
で
き
る

だ
け
引
き
下
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

調
理
や
配
送
業
務
は
、
開
設
時
に
民

間
委
託
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

い
、
設
備
、
備
品
、
消
耗
品
な
ど
は
一

部
を
除
い
て
市
が
購
入
し
、
受
託
業
者

は
、
こ
れ
ら
と
受
託
業
者
が
準
備
す
る

も
の
を
使
用
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

米
飯
と
パ
ン
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
県

の
学
校
給
食
会
が
民
間
業
者
に
委
託
し

て
お
り
、
開
設
後
も
同
様
に
学
校
給
食

会
を
通
し
て
民
間
に
委
託
す
る
予
定
で

す
。

□
都
城
島
津
邸
整
備
活
用
事
業

質  

1
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
こ

れ
に
関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
た
が
、

市
民
か
ら
は
財
政
面
で
の
不
安
な
ど
反

対
の
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。
ど
の
よ
う

に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
た

い
。
ま
た
、
史
談
会
や
都
城
観
光
協

会
な
ど
の

各
団
体
や

市
民
の
意

見
を
受
け

て
の
見
直

し
、
観
光

客
を
呼
ぶ

た
め
の
働

き
か
け
を

ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

2
月
か
ら
3
月
に
か
け
、市
内
9
カ

所
で
説
明
会
を
実
施
し
、
2
7
1
人
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賛
成
意
見
と

し
て
、昔
の
状
態
を
復
元
し
て
ほ
し
い
、

長
期
的
な
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い
、「
ま

た
、
行
っ
て
み
た
い
な
」
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
施
設
に
し
て
ほ
し
い
、
反
対
意

見
と
し
て
、
事
業
規
模
が
大
き
い
た
め

財
政
面
で
心
配
、
財
政
難
の
折
、
事
業

を
行
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
市
民

へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
、
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謙

虚
に
受
け
止
め
、
で
き
る
だ
け
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

団
体
か
ら
の
ご
意
見
と
し
て
は
、
復

元
に
と
ど
め
て
、
保
存
・
活
用
し
て
ほ

し
い（
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
な
ど
の
設

置
は
見
合
わ
せ
て
ほ
し
い
）、
観
光
面

を
考
え
、
あ
る
程
度
は
手
を
加
え
て
ほ

し
い
、
島
津
久
厚
さ
ん（
現
在
の
都
城

島
津
家
当
主
）
を
顕
彰
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
れ
ば
よ
い
、
池
が
見
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
、
散
策
路
を
造
っ
て
ほ

し
い
、
な
ど
が
あ
り
、
意
見
の
調
整
、

調
和
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
き
の
委

員
会
の
専
門
家
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
後
、
検
討
の
上
、
決
定
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

は
、
旅
行
会
社
と
の
企
画
が
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

首
都
圏
の
専
門
家
に
も
入
っ
て
い
た
だ

い
て
、
観
光
客
誘
致
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
的

な
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市
民

に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な
ど
を

審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や
録
画

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

７
８
６
９
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ハロー市役所元気講座
全82講座を出前します

区
分 講座名 担当・連絡先

市　
　

政

市政ＰＲ講座 秘書広報課 ☎ 23-2472
都城市の財政 財政課 ☎ 23-2113
都城市の行革 行政改革課 ☎ 23-7161
地方自治制度

総務課 ☎ 23-2117情報公開とプライバシー保護
行政手続き制度
選挙の仕組み 選挙管理委員会 ☎ 23-7864
市県民税 市民税課 ☎ 23-2123
固定資産税の豆知識 資産税課 ☎ 23-2124
国民健康保険制度

保険年金課 ☎ 23-2127
国民年金制度
市民課窓口業務講座 市民課 ☎ 23-2128

教　
　

育

いじめ、不登校はみんなで解決！
学校教育課　 ☎ 23-9544

青少年の非行と防止
家庭教育（親の役割）

生涯学習課 ☎ 23-9545

乳幼児期のしつけの重要性
子どものときからコミュニケーション
お母さん、もっと聞き上手に
親がかわれば子もかわる
絵本と子育て
６歳までの「簡単な習慣」が
子育ての決め手！
思春期における子どもの心理と行動
今、ＰＴＡが楽しい
高齢者よ、今が旬
子どもの夢をはぐくむ子ども会
生涯学習

都
市
計
画

都城志布志道路
都市計画課 ☎ 23-2762

都城市の都市計画
中央地区のまちづくり交付事業 中心市街地活性化室 ☎ 23-2011
公園づくり 道路公園課 ☎ 23-2775
協働のまちづくり コミュニティ課 ☎ 23-7146

人 

権
男女共同参画社会の実現に向けて 生活文化課 ☎ 23-2121
人権感覚を磨こう 生涯学習課 ☎ 23-9545

文
化
歴
史

市民参画による文化のまちづくり 生活文化課 ☎ 23-2132
美術館講座①郷土の美術史

美術館 ☎ 25-1447美術館講座②美術品の展示保存方法
美術館の仕事

防
災 防災講座 総務課 ☎ 23-2117

消
費
生
活
悪徳商法から財産を守る 生活文化課 ☎ 23-7183

交
通
安
全
交通安全～命を守る 生活文化課 ☎ 23-7183

区
分 講座名 担当・連絡先

議
会 議会のしくみ 議会事務局 ☎ 23-7869

福　
　

祉

みんなでささえる介護保険  介護保険課 ☎ 23-2114
高齢者福祉サービス 健康長寿課 ☎ 23-2765
障害者福祉サービス

障害福祉課 ☎ 23-2980
地域福祉活動
心の健康
自殺防止対策
児童福祉サービス

こども課 ☎ 23-2684
母子・寡婦福祉サービス

健　
　

康

予防接種

こども課 ☎ 23-2684
健康管理①　食育編
健康管理②　妊婦編
健康管理③　乳幼児編
健康管理④　成人編

健康長寿課 ☎ 23-2765
健康管理⑤　高齢者編
健康管理⑥　食生活編
健康管理⑦　自由編
認知症講座

環　
　

境

環境学習会①
環境政策課 ☎ 23-2130都城市の河川

都城市の公害苦情
都城市の地下水 森林保全課 ☎ 23-2152
上水道の話 水道局業務課 ☎ 23-4510
よりよい水環境をめざして 下水道課 ☎ 23-5921
清掃工場ってどんなとこ？ 清掃工場 ☎ 23-0277

産　
　

業

都城市の企業誘致
工業振興課 ☎ 23-2753

都城市の地場産業

中心市街地の活性化
商業観光課 ☎ 23-2983
中心市街地活性化室 ☎ 23-2011

都城市の観光・イベント   商業観光課 ☎ 23-2615
都城市の農業 農政課 ☎ 23-2768
農業委員会のあらまし 農業委員会 ☎ 23-7868

国
際
交
流

モンゴル紹介
生活文化課 ☎ 23-2295中国紹介

オーストラリア紹介
体
験
し
よ
う
！

防火講話

消防局総務課 ☎ 22-8882応急手当講習

普通救命講習

環境学習会② 環境政策課 ☎ 23-2130

施
設
見
学

リサイクルプラザさいせい館 リサイクルプラザ ☎ 36-3900
清流館・清浄館 下水道課 ☎ 23-5921
清掃工場 清掃工場 ☎ 23-0277
一般廃棄物最終処分場 環境業務課 ☎ 24-5560

※申し込みは、各講座の担当課まで
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宅
配
便
大
手
ヤ
マ
ト
運
輸

の
関
連
会
社
で
、
通
信
販

売
会
社
の
受
付
代
行
な
ど

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

を
行
っ
て
い
る「
ヤ
マ
ト

コ
ン
タ
ク
ト
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
」（
東
京
都
）
が
、
同
社
3
カ

所
目
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
、
九
州
で

は
初
め
て
本
市
に
開
設
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル（
中
町
）4
階
に

約
3
0
0
の
電
話
ブ
ー
ス
を
設
置
し

て
開
設
さ
れ
る
「
都
城
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
、
今
年
9
月
に
従
業
員
50
人
程
度

で
事
業
ス
タ
ー
ト
。
平
成
21
年
8
月

ま
で
に
2
5
0
人
、
平
成
22
年
8
月

ま
で
に
4
0
0
人
規
模
へ
雇
用
拡
大

す
る
予
定
で
す
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
ビ
ル
に
は
、
今
年
2
月

に
株
式
会
社
Ｄ
Ｉ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の
進

出
も
決
ま
っ
て
お
り
、
今
後
雇
用
拡

大
と
と
も
に
中
心
市
街
地
活
性
化
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

都
城
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室

☎
0
1
2
0-

9
3
4-

5
8
0

●
対
象　

原
則
と
し
て
市
内
に
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
10
人
以
上
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
1
カ
月
前
ま

で
に「
ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座
申
込

書
」を
各
講
座
の
担
当
課
に
提
出

●
会
場　

受
講
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

が
準
備
。
会
場
使
用
料
は
、
受
講
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
各
地
区

公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

教
育
集
会
所
は
会
場
使
用
料
無
料

●
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
の
間

で
、
2
時
間
以
内

※
担
当
課
の
業
務
な
ど
の
関
係
で
、
希

望
日
時
に
開
講
で
き
な
い
場
合
あ
り

●
講
師
料　

無
料
。
た
だ
し
、
必
要
な

材
料
な
ど
の
準
備
が
必
要
な
場
合
あ
り

●
そ
の
他　

こ
の
講
座
は
、
市
の
職
員

が
担
当
す
る
仕
事
に
つ
い
て
話
を
す
る

も
の
で
、
苦
情
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん

●
講
座
内
容　

企
業
の
現
場
を
見
学
で

き
る「
施
設
見
学
」
コ
ー
ス
、
プ
ロ
の

技
術
を
実
際
に
体
験
で
き
る「
技
術
・

体
験
」
コ
ー
ス
、
租
税
や
保
険
、
財
産

設
計
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る「
生
活
」
コ
ー
ス
な
ど
、
6

コ
ー
ス
全
35
講
座

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い

●
申
込
方
法　

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
が
、
実
施
予
定
日
の
1
カ
月
前
ま

で
に「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
申
込
書
」
を

生
涯
学
習
課
へ
提
出

※
こ
の
講
座
は
、
企
業
お
よ
び
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
の
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
な
ど
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

こ
の
講
座
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催

す
る
学
習
会
な
ど
で
、
市
職
員
が
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

て
市
政
の
話
を
す
る
講
座
で
す
。

申
し
込
み
は
、各
講
座
の
担
当
課
ま
で
。

ハ
ロ
ー
市
役
所
元
気
講
座

市
政
の
話
を
あ
れ
こ
れ
聞
く
な
ら
…

企
業
や
組
合
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、

専
門
的
な
知
識
を
生
か
し
た
講
座
や

実
習
を
行
う「
ハ
ロ
ー
元
気
講
座
」（
無

料
）も
実
施
し
て
い
ま
す
。

｢

ハ
ロ
ー
元
気
講
座｣

 

も
募
集
中
!!

新規雇用４００人規模の新規雇用４００人規模の
コールセンター開設が決定コールセンター開設が決定

― ヤマトコンタクトサービス ―― ヤマトコンタクトサービス ―
企業立地

トピック
ス

進む！進む！

企業立地企業立地

トピック
ス

トピック
ス
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●
幼
児
の
虫
歯
の
現
状

　

3
歳
児
健
診
の
際
に
虫
歯
が
見
つ

か
っ
た
幼
児
の
割
合
は
、
平
成
17
年
度

時
点
で
全
国
平
均
が
28
㌫
で
あ
る
の
に

対
し
、
宮
崎
県
は
42
・
3
㌫
、
旧
都
城

市
は
さ
ら
に
高
い
47
・
3
㌫
と
な
っ
て

お
り
、
幼
児
一
人
当
た
り
の
虫
歯
の
本

数
も
、
旧
都
城
市
の
幼
児
で
は
全
国
平

均
の
2
倍
近
い
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
旧
都
城
市

で
は
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
策
と
し
て
、

平
成
16
年
度
か
ら
2
歳
6
カ
月
児
を
対

象
と
し
た
歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布
を

進
め
、
合
併
後
の
現
在
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、
歯
科
健
診
を
受
け
た
幼
児

は
、
受
け
て
い
な
い
幼
児
に
比
べ
て
虫

歯
が
見
つ
か
る
割
合
が
低
く
、
ま
た
見

つ
か
っ
た
と
し
て
も
一
人
当
た
り
の
虫

歯
の
本
数
は
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
歯
科
健
診
や
フ
ッ
素
塗
布

を
通
じ
て
保
護
者
が
虫
歯
予
防
へ
の
関

心
を
高
め
、
健
診
の
際
に
指
導
を
受
け

る
歯
磨
き
の
徹
底
な
ど
で
、
虫
歯
予
防

が
進
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
が
子
ど
も

の
虫
歯
予
防
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

6
月
4
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
、
6
月
4
日
か
ら
10
日
は
歯
の
衛
生
週
間
で
す
。

健
康
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
。

そ
の
た
め
に
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
歯
磨
き
の
習
慣
が
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
虫
歯
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
8
6
4

子
ど
も
た
ち
へ
の
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

時
期
に
合
わ
せ
た
虫
歯
予
防

　

乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
成
長
過
程
に
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で

よ
り
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

◎
歯
が
生
え
る
ま
で
の
時
期

　

母
乳
や
人
工
乳
に
含
ま
れ
る
糖
分
は

直
接
虫
歯
の
原
因
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
授
乳
後
は
口
の
中
に
残
ら
な
い
よ

う
に
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
ふ
き
取
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◎
乳
前
歯
が
生
え
る
ま
で
の
時
期

　
（
6
カ
月
〜
1
歳
こ
ろ
）

　

子
ど
も
の
口
の
中
を
観
察
し
て
歯
の

生
え
具
合
を
確
認
し
、
歯
が
生
え
始
め

た
ら
子
ど
も
に
歯
ブ
ラ
シ
を
与
え
て
、

口
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
慣
れ
さ
せ
る

の
も
こ
の
時
期
の
虫
歯
予
防
策
の
一
つ

で
す
。
ま
た
、
歯
が
生
え
て
き
た
ら
、

ガ
ー
ゼ
で
ふ
い
た
り
、
歯
磨
き
剤
を
付

け
ず
に
幼
児
用
の
歯
ブ
ラ
シ
で
優
し
く

磨
い
た
り
し
て
、
口
の
中
を
清
潔
に
保

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
乳
臼
歯
が
生
え
そ
ろ
う
時
期

　
（
1
歳
半
〜
3
歳
こ
ろ
）

　

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
回
数
を
増
や
し

た
り
、
子
ど
も
に
自
分
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
歯
磨
き
を
習

慣
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
ひ
ざ
に
乗
せ
、
口

の
中
を
確
認
し
な
が
ら
仕
上
げ
磨
き
す

る
こ
と
で
、虫
歯
に
な
り
に
く
く
な
り
、

子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
図
ら
れ

ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

◎
虫
歯
菌
の
母
子
感
染
を
防
ぐ

　

子
ど
も
の
虫
歯
菌
は
、
母
親
か
ら
感

染
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
の
た
め
、

保
護
者
も
口
腔
ケ
ア
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

◎
規
則
正
し
い
食
生
活
を
習
慣
付
け
る

　

間
食
を
頻
繁
に
与
え
な
い
、
寝
る
前

に
食
べ
さ
せ
な
い
、
食
事
は
よ
く
か
む

こ
と
を
習
慣
付
け
る
な
ど
、
規
則
正
し

い
食
生
活
を
家
族
そ
ろ
っ
て
心
が
け
る

こ
と
が
必
要
。
そ
し
て
、
ま
ず
は
保
護

者
が
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
に
関
心
を
持

つ
こ
と
が
、
子
ど
も
を
健
全
に
は
ぐ
く

ん
で
い
く
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
の
た
め
に
、
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

虫
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯

虫
歯
の
な
い
き
れ
い
な
歯

【
3
歳
児
健
診
時
の
虫
歯
有
病
率
と
本
数
】
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～「環境結
ゆ

いネット都城」の活動～
◉環境結いネット都城とは・・・
　本市の環境の将来像『ずっと暮らしたい都城』
の実現に向けた市民、事業者および行政の協働作
業の場として、平成 15 年 4 月に設立されました。
　より良い地域環境づくりを目指すため、これま
でも行ってきたエコツアーや環境写真展の開催な
どに加え、今年度からさらなる環境保全啓発活動
として環境公開講座の開催などを計画しています。

◉活動に参加しませんか
　環境に関心があり、地域環境のために何かした
いという考えをお持ちの皆さん、環境結いネット
都城のメンバーとして活動してみませんか？
　まずは、毎月第４水曜日に開催予定の環境公開
講座に参加ください。

環境公開講座「みやこんじょエコ達人講座」
受講生募集（無料）

●対象・定員　市内在住の成人、10～20人程度
●問い合わせ　環境政策課　☎ 23-2130

月 講   演   内   容（予 定）
7 地球温暖化って何？
8 知っていること、していること
9 水・農業・食から見た地球温暖化防止
10 家計から見た省エネ作戦
11 これからの都城のためにエコツアー

環境写真展

ずっと暮らしたい都城　“うっちょかならん”都城を目指して

　

市
役
所
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
環

境
配
慮
活
動
を
独
自
に
シ
ス
テ
ム
化

し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
環
境
保
全
へ

の
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
節
電
、
節
水
、
ご
み
の
減

量
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
目
標
を
上
回

る
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
庁
舎
は
も
ち
ろ
ん
総
合

支
所
な
ど
を
含
め
た
各
施
設
に
お
い
て

も
、
環
境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

市
役
所
の
環
境
配
慮
活
動

オ
フ
ィ
ス
活
動

　

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
る
節
電
、
省

エ
ネ
、
節
水
、
ゴ
ミ
の
減
量
な
ど
で
す
。

施
設
環
境
管
理

　

市
有
施
設
の
法
規
制
順
守
や
環
境
に

影
響
の
あ
る
も
の（
大
気
・
水
質
汚
染

の
原
因
物
質
）
の
適
正
管
理
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
活
動
で
す
。

【
本
庁
舎
の
電
気
使
用
量
】

　

空
調
の
適
温
管
理
、
昼
休
み
時
な
ど

の
消
灯
徹
底
、
職
員
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
利
用
制
限
な
ど
の
省
エ
ネ
推
進
に
よ

り
、
こ
の
4
年
間
で
4.1
㌫
の
削
減
。

【
本
庁
舎
の
ご
み
排
出
量
】

　

ご
み
の
分
別
の
徹
底
、
資
源
ご
み
活

用
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
4
年
間

で
63
・
3
㌫
の
削
減
。

※
本
庁
舎
の
水
道
水
の
使
用
量
に
つ
い

て
も
、節
水
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

こ
の
4
年
間
で
17
㌫
の
削
減
と
な
り

ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ　

契
約
管
財
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
2
2

環
境
配
慮
活
動
へ
の
取
り
組
み
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まちの話題 
Machi-no-wadai

新
茶
の
お
い
し
い
季
節
で
す

 
「
都
城
茶
」
初
取
引
会

　

都
城
茶
商
工
業
共
同
組
合
に
よ
る
都

城
茶
の
初
取
引
会
が
4
月
19
日
、
都
城

茶
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
内
外
の
茶
の
販
売
業
者
18
社
が
、
同

セ
ン
タ
ー
に
入
荷
し
た
約
2
・
9
㌧
の

新
茶
の
色
、
手
触
り
、
味
な
ど
を
入
念

に
吟
味
し
な
が
ら
入
札
。
1
キ
ロ

グ
ラ
ム

当
た

り
の
初
値
は
、
昨
年
度
と
同
水
準
の

4
、1
4
5
円
が
付
き
ま
し
た
。
霜
害

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
今
年
の
新
茶
の

出
来
を
、
同
組
合
専
務
理
事
の
下
徳
克

仁
さ
ん
は
「
収
穫
前
に
好
天
に
恵
ま
れ

た
た
め
、
お
茶
に
香
り
が
乗
っ
て
お
り
、

今
後
も
上
質
な
新
茶
の
入
荷
が
見
込
ま

れ
る
」と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
に
向
け
、挑
戦
始
ま
る

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

　

将
来
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
夢
見

る
人
た
ち
に
販
売
な
ど
を
1
年
間
体
験

し
て
も
ら
い
、
独
立
に
つ
な
げ
て
も
ら

お
う
と
始
ま
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
事
業
。
5
期
生
の
店
が
オ
ー
プ
ン
し

た
4
月
26
日
、
27
日
に
は
、
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
や
ダ
ン
ス
の
披
露
、
ゲ
ー
ム
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ザ（
オ
ー

バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側
）
で
開
催
さ
れ
、

挑
戦
者
た
ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

今
回
は
3
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
洋

菓
子
店
1
店
、
雑
貨
屋
2
店
を
出
店
。

店
内
は
、
店
主
自
慢
の
手
作
り
菓
子
や

昔
懐
か
し
い
駄
菓
子
な
ど
を
買
い
求
め

る
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

新
緑
の
中
で
、さ
わ
や
か
な
汗

 

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

汗
ば
む
よ
う
な
快
晴
の
下
、
健
康

づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
4
月
27

日
、観
音
池
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
活

動
を
推
進
す
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
公
園
周
辺
を
巡
る
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
。

1
5
7
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
観
音
池

沿
い
の
新
緑
に
覆
わ
れ
た
6
㌔
の
コ
ー

ス
を
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
歩
き
ま
し

た
。
家
族
4
人
で
参
加
し
た
宮
原
ル
ミ

子
さ
ん（
下
川
東
三
丁
目
）
は「
初
め
て

参
加
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

歩
け
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
流
れ

る
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
篤
姫
」が
取
り
持
っ
た
交
流
深
ま
る

 

出
水
市
長
ら
が
本
市
を
表
敬
訪
問

　

大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」
を
き
っ
か
け

に
始
ま
っ
た
本
市
と
鹿
児
島
県
出
水
市

の
交
流
。
2
月
の
本
市
か
ら
の
訪
問
団

に
続
き
、
5
月
2
日
に
は
出
水
市
長
や

同
市
関
係
者
ら
15
人
が
本
市
を
訪
れ
、

今
後「
島
津
」
を
軸
に
官
民
挙
げ
て
交

流
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
長
峯
市
長
の
案
内
で
都
城
島

津
邸
や「
島
津
家
発
祥
の
地
」
の
石
碑

が
残
る
祝
吉
御
所
跡
な
ど
を
見
学
。
渋

谷
俊
彦
出
水
市
長
は「
史
跡
を
大
事
に

す
る
市
の
姿
勢
に
心
打
た
れ
た
。
11
月

開
催
予
定
の
島
津
ま
つ
り
へ
の
参
加
も

含
め
、
こ
の
縁
を
今
後
も
両
市
の
発
展

に
つ
な
げ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください

あ
や
め
音
頭
の
輪
は
地
域
の
輪

 

第
15
回
早
水
あ
や
め
ま
つ
り

　

5
月
3
日
、
あ
や
め
の
名
所
早
水
公

園
で
早
水
あ
や
め
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
さ
わ

や
か
な
初
夏
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し

た
。
会
場
で
は
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
や

4
0
0
人
が
参
加
し
て
の
あ
や
め
音
頭

の
輪
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
早
水

神
社
に
ゆ
か
り
あ
る
髪か
み

長な
が

媛ひ
め

役
の
中
学

生
が
園
内
を
散
策
し
、
来
場
者
と
の
記

念
写
真
に
応
じ
る
な
ど
、
ま
つ
り
に
華

を
添
え
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の
立
山

静
夫
さ
ん
は「
地
域
み
ん
な
の
協
力
で

祭
り
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
輪
を
大
切
に
し
て
続
け
て
い

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

目
指
せ
！ 

県
内
２
人
目
の
プ
ロ
棋
士

 

子
ど
も
将
棋
大
会

　

女
流
王
将
戦
都
城
大
会
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
将
棋
大
会
が

5
月
10
日
、
霧
の
蔵
ホ
ー
ル（
志
比
田

町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
な
る

べ
く
多
く
の
対
局
を
経
験
し
て
も
ら
お

う
と
、
経
験
や
実
力
に
応
じ
て
3
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
、
1
局
15
分
制
の
総
当
た

り
で
実
施
。
市
内
外
の
小
・
中
・
高
校

生
30
人
が
、
駒
の
音
だ
け
が
響
く
会
場

で
静
か
に
盤
上
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
延の
ぶ
な
が永

尚な
お
と
う任
さ
ん（
福
岡
市
）
は

「
九
州
内
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
大
会
。

子
ど
も
2
人
が
出
場
し
た
が
、
い
い
経

験
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
子
ど
も
の
対

局
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

い
に
し
え
の
薩
摩
路
に
心
癒
さ
れ
る

 

薩
摩
古
道　

緑
の
ト
ン
ネ
ル
散
策

　

参
勤
交
代
で
江
戸
と
薩
摩
を
つ
な
い

だ
薩
摩
古
道
。
い
に
し
え
の
薩
摩
路
を

歩
き
な
が
ら
森
林
浴
を
楽
し
み
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
5
月
18
日
、

今
年
で
5
回
目
と
な
る
薩
摩
古
道
を
散

策
す
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
人
形
の
館
か
ら
青
井
岳
駅
ま
で

の
約
10
㌔
を
5
時
間
か
け
踏
破
。
川
の

せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な

が
ら
、
天
然
林
に
包
ま
れ
た
淡
島
神
社

や
楠
ヶ
丘
隋
道
な
ど
、
山
道
に
残
る
旧

跡
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。
参
加
し
た
出

口
睦
子
さ
ん（
高
城
町
）は
「
季
節
を
肌

で
感
じ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
」

と
自
然
の
中
で
癒
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

「
癒
や
し
」の
拠
点
と
し
て
定
着

 

滝
の
駅
オ
ー
プ
ン
２
周
年
イ
ベ
ン
ト

　

関
之
尾
観
光
の
拠
点
に
と
開
設
さ
れ

た
滝
の
駅（
関
之
尾
町
）
が
オ
ー
プ
ン

2
周
年
を
迎
え
、
5
月
4
日
か
ら
6

日
ま
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
中
、
同
駅
前
広
場
で
は
都

城
お
か
し
む
じ
会
の
語
り
部
に
よ
る
関

之
尾
に
ま
つ
わ
る
昔
話
の
披
露
や
オ
カ

リ
ナ
演
奏
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
新
茶
の

振
る
舞
い
や
花
の
苗
の
無
料
配
布
も
あ

り
、
関
之
尾
滝
を
訪
れ
た
観
光
客
は
足

を
止
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
熊
本
市
か
ら
訪
れ

た
吉
田
恵
さ
ん
も「
大
自
然
と
滝
の
音

で
心
と
体
が
癒
や
さ
れ
、
昔
話
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
た
」と
満
足
げ
で
し
た
。
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年
3
月
に
37
年
間
勤
め
た
高

校
の
国
語
教
員
を
定
年
退
職

し
、
教
員
生
活
の
大
半
を
過
ご
し
た

都
城
に
何
か
恩
返
し
が
で
き
な
い
か

と「
都
城
・
歴
史
と
文
化
の
町
づ
く
り

会
議
」を
立
ち
上
げ
た
田
代
義
博
さ

ん（
都
原
町
）。「
都
城
の
歴
史
に
詳
し

い
人
や
研
究
者
は
大
勢
い
る
が
、
一

般
市
民
に
は
な
じ
み
が
少
な
い
の
で

は
」と
の
思
い
か
ら
、
会
議
で
は
歴

史
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
提
案
。

　

月
1
度
の
定
例
会
や
勉
強
会
を
実

施
し
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
と
と
も
に
歴
史
を
語
り
継
ぐ
若

手
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
城
島
津
邸
を
歴
史
的
観

光
資
源
と
し
て
活
用
し
、
観
光
客
や

修
学
旅
行
生
を
迎
え
る
に
は
、
そ
の

魅
力
を
紹
介
で
き
る
ガ
イ
ド
を
養
成

す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
、「
都

城
の
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

を
5
月
か
ら
開
講
。
講
座
で
は
都
城

史
談
会
、
南
九
州
文
化
研
究
会
、
市

文
化
財
課
な
ど
の
協
力
を
得
て
史
跡

見
学
や
先
進
地
の
視
察
な
ど
を
行

い
、
2
年
後
の
島
津
邸
一
般
公
開
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」の

ブ
ー
ム
や
、
都
城
市
の
島
津
邸
購
入

を
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、「
都
城

島
津
邸
は
都
城
の
歴
史
を
語
る
上
で

核
と
な
る
施
設
。
今
後
は
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
も
提
言
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
む
田
代
さ
ん
。

　

在
職
中
か
ら
書
き
始
め
た
歴
史
小

説
は
4
冊
を
数
え
、
6
月
に
は
5
冊

目
と
な
る
「
都
城
幕
末
伝
」
を
出

版
。
な
ぜ
、
歴
史
で
は
な
く
国
語
の

先
生
に
？　

と
の
問
い
に「
歴
史
の

専
門
家
だ
っ
た
ら
、
読
み
物
と
し
て

の
小
説
も
自
由
に
書
け
な
か
っ
た
と

思
う
。
国
語
教
師
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、か
え
っ
て
良
か
っ
た
の
か
も
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

昨
Scenery of a person

「都城・歴史と文化の町づくり会議」を立ち上げた

田代 義博さん（都原町）
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第30回 祝吉小学校
◎祝吉3丁目14-1 ☎22-4293

　
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
〜
い
い
と
こ
一
度

は
お
い
で
♪
」

　

僕
が
生
ま
れ
た
の
は
、
都
城
市
高
城

町
四
家
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
都
城
の
皆
さ
ん
で
、「
四

家
」
を
な
ん
と
読
む
か
、
ご
存
知
で
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
？　

よ
つ
や
？　

し
け
？　

し
い

え
？　

正
解
は
、「
し
か
」
で
す
！　

知
ら
な
い
方
が
多
い
の
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。
高
城
町
は
2
年
前
ま
で「
北

諸
県
郡
」だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

し
か
も
、
過
疎
地
域
な
の
で
、
小
学

校
と
中
学
校
の
同
級
生
は
わ
ず
か「
8

人
」
し
か
お
ら
ず
、小
学
校
時
代
は「
複

式
学
級
」（
過
疎
地
な
ど
で
学
校
規
模

が
小
さ
い
場
合
、
1
学
年
1
ク
ラ
ス
で

な
く
、
2
学
年
で
1
ク
ラ
ス
に
す
る
学

級
編
制
）
を
2
回
も
経
験
し
ま
し
た
。

で
も
、人
数
が
少
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

9
年
間
と
い
う
年
月
が
生
ん
だ
「
家
族

の
よ
う
な
き
ず
な
」
で
今
も
結
ば
れ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。

　

中
学
卒
業
後
は
、
都
城
泉
ケ
丘
高
校

へ
進
学
し
て
、
1
ク
ラ
ス
40
人
と
い
う

生
徒
数
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
人
が
多
い
の
!?
」
と
度

肝
を
抜
か
れ
ま
し
た（
笑
）。

　

さ
ら
に
、
高
校
を
卒
業
後
、
進
学
の

た
め
福
岡
に
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、
故

郷
を
離
れ
て
み
て
初
め
て
故
郷
の
魅
力

に
気
付
き
ま
し
た
！　

人
の
温
か
さ
、

方
言
の
親
し
み
や
す
さ
、
そ
し
て
う
ま

い
焼
酎（
笑
）、
地
元
都
城
の
魅
力
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
！

追
伸　

実
家
の
酒
屋
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す（
笑
）。

昭和57年生まれ。高城町出身。
ＵＭＫテレビ宮崎アナウンサー。
酒屋の長男として生まれ、福岡の学
生時代に経験したラジオＤＪをきっか
けにアナウンサーを目指す。

　

祝
吉
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
7
9

0
人
の
大
き
な
学
校
で
す
。

　

僕
た
ち
祝
吉
小
学
校
の
児
童
は
、「
心

の
こ
も
っ
た
明
る
い
あ
い
さ
つ
」
を
目

標
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
4
〜
6
年

生
の
各
ク
ラ
ス
が
朝
、
順
番
に
校
門
に

立
っ
て
あ
い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は「
あ
い
さ

つ
リ
レ
ー
」を
始
め
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
リ
レ
ー
と
い
う
の
は
、
朝

校
門
で
登
校
班
ご
と
に
横
一
列
に
並

び
、
自
分
た
ち
の
前
後
に
並
ん
だ
登
校

班
の
友
達
に
あ
い
さ
つ
を
バ
ト
ン
パ
ス

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
と
い

う
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り
相
手
に
届
け
よ

う
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
す
る
友
達

を
見
て
、一
人
ひ
と
り
が
、心
の
こ
も
っ

た「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
を
言
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の「
あ
い

さ
つ
リ
レ
ー
」
を
地
域
に
広
げ
、
明
る

い
あ
い
さ
つ
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
祝
吉

地
区
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
言
葉
は
心
」

と
校
長
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
、

僕
た
ち
は
詩
の
音
読
を
始
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で

声
を
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
詩

を
読
む
の
は
楽
し
い
で
す
。
ま

た
、
週
に
一
回
の
読
書
タ
イ
ム

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
読
み
聞
か
せ
を
し

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
す
て
き
な
言
葉
に

触
れ
、
心
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

「
あ
い
さ
つ
リ
レ
ー
で

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
」

６
年  

末
永 

雄
揮 

さ
ん

Iwayoshi Primary SchoolIwayoshi Primary School

◎学校のシンボル
「あやめの花の壁画」
　校区内の早水公園に咲き、都城市の花で
もあるあやめの花が学校の校舎に大きく描
かれ、学校のシンボルになっています。あい
さつリレーは、このあやめの花の壁画の下
で元気よく行われています。

首藤 真吾 （しゅどう しんご）

【
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
み
や
こ
ん
じ
ょ
☆
】

首
藤　
真
吾 

さ
ん

 出演番組「ＨＯＴ ＷＡＶＥ」
（毎週土曜日 夕方６時30分放送）
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募　

集

Recruitm
ent

旧
都
城
市
健
康
増
進
施
設

購
入
希
望
者

　

吉
之
元
町
の
旧
都
城
市
健
康
増
進
施
設

の
購
入
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

土
地
お
よ
び
建
物
を
一
括
購
入

し
、
施
設
の
有
効
な
活
用
計
画
に
基
づ
い

た
経
営
が
で
き
る
資
本
力
を
備
え
た
法
人

ま
た
は
個
人

※
購
入
条
件
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活

用
目
的
に
よ
っ
て
は
売
却
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す

　

6
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙

を
健
康
長
寿
課
に
提
出

※
募
集
要
項
は
健
康
長
寿
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
0
2

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

●
区
分　

行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、

　
　
　
　

土
木
、
電
気
・
情
報
、
林
業

●
対
象　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜

平
成
3
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付　

6
月
24
日
㈫
〜
7
月
1
日
㈫

※
郵
送
は
7
月
1
日
の
消
印
ま
で
有
効

●
第
１
次
試
験　

9
月
7
日
㈰

問 

人
事
院
九
州
事
務
局（
〒
812-

0
0
1

3　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2-

11-

1
）
☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

放
送
大
学
生

【
平
成
20
年
度
第
２
学
期
生
】

●
募
集
期
間

　

6
月
15
日
㈰
〜
8
月
31
日
㈰

●
対
象　

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
選
科

生
・
修
士
科
目
生

【
平
成
20
年
度
大
学
院
生
（
修
士
全
科
）】

●
募
集
期
間

　

8
月
23
日
㈯
〜
9
月
12
日
㈮

問　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
0
9
8
2-

53-

1
8
9
3

障
が
い
児
・
者
就
労
サ
ポ
ー
ト
事
業

ジ
ョ
ブ・サ
ポ
ー
タ
ー

　

障
が
い
を
持
つ
中
学
生
の
仕
事
体
験

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
に
同
行
・
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

18
歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
障
が
い
を
持

つ
生
徒
の
保
護
者
で
は
な
い
人

※
資
格
不
要

●
条
件　

週
1
回
1
時
間
程
度
の
活
動　

※
活
動
費
は
支
給

問　

都
城
き
り
し
ま
支
援
学
校

　
　
　

☎
25-

1
8
7
8

高
校
生
の
税
の
作
文

●
テ
ー
マ　

税
や
税
務
署
へ
の
意
見
、
税

を
学
習
し
て
思
っ
た
こ
と
、
税
務
署
を
見

学
し
て
の
印
象
、
税
に
か
か
わ
る
体
験
談

を
聞
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど

●
条
件　

2
、0
0
0
字
程
度

　

9
月
8
日
㈪
ま
で
に
、

　
　

熊
本
国
税
局
国
税
広
報
広
聴
室

　
　

☎
0
9
6-

3
5
4-

6
1
7
1

問　

都
城
税
務
署　

☎
22-

4
3
7
7

 

催　

し

Event

大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
大
会

●
日
時　

7
月
8
日
㈫　

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
10
分

●
場
所　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

※
送
迎
バ
ス
を
運
行
。
集
合
場
所
・
時
間

は
、
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
対
象
・
定
員

　

市
内
在
住
の
人
、
1
0
0
人
程
度　

●
参
加
料　

無
料

問　

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
時
間　

12
時
20
分
〜

●
日
程
・
出
演

6
月
19
日
㈭

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）

7
月
10
日
㈭

一い
っ
せ
い誠（

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4
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講
座·

教
室

Course·Class
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る「
よ

か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
し
て
い
た
だ

く
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登

録
、
認
定
を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

6
月
20
日
㈮

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
生

涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
持
ち
、
市
内

の
学
習
者
を
指
導
で
き
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導
経
歴

ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②「
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
の
学
習
者
で
、
現
在
活
動
し
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
か
ら
指
導
者

と
し
て
推
薦
さ
れ
た
人

※
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
分

野
は
1
分
野
で
、
推
薦
は
1
回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚（
6
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。
縦
4
㌢
×
横
3

㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用
具
を
持
参

※
申
し
込
み
必
要

問　

6
月
19
日
㈭
ま
で
に

　
　
　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

6
月
22
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

●
対
象
・
定
員　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家

族
、
12
組　

※
申
し
込
み
必
要

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

る
ん
る
ん
子
育
て
教
室

●
日
時　

6
月
30
日
㈪

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て

の
話
と
実
技（
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

●
対
象
・
定
員　

2
〜
5
カ
月
の
乳
児
と

そ
の
家
族
、
20
組　

※
申
し
込
み
必
要

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

中
国
語
講
座（
入
門
）

●
対
象　

今
ま
で
中
国
語
を
勉
強
し
た
こ

と
が
な
く
、
中
国
語
に
関
心
が
あ
る
人

●
期
間　

6
月
17
日
㈫
〜　

毎
週
火
曜
日

（
7
月
29
日
は
休
講
、
全
16
回
）

●
時
間　

19
時
〜
20
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

都
城
市
国
際
交
流
員

　

李
小
姝（
り
・
し
ょ
う
し
ゅ
）さ
ん

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

2
、5
0
0
円（
一
括
前
納
）

※
都
城
国
際
交
流
協
会
会
員
は
、

　

2
、0
0
0
円

問　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

生
活
文
化
課
へ

☎
23-

2
2
9
5　

Fax 

23-

3
2
2
3

Ｅ
メ
ー
ル

m
ia@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

都
城
農
業
高
校
開
放
講
座

●
内
容
・
日
程

①
花
・
野
菜
講
座

10
／
25
㈯
・
11
／
9
㈰　

9
時
〜
12
時

②
そ
ば
打
ち
講
座

12
／
21
㈰　

9
時
〜
12
時

③
園
芸
デ
ザ
イ
ン
講
座

9
／
27
㈯
・
11
／
29
㈯　

9
時
〜
12
時

④
食
品
加
工
講
座

12
／
6
㈯
・
１
／
10
㈯　

13
時
〜
17
時

●
対
象　

一
般
成
人

●
定
員　

①
④
は
20
人
、
②
③
は
30
人

※
先
着
順

●
募
集
期
間

　

6
月
30
日
㈪
〜
7
月
18
日
㈮

問　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座
名（
第

2
希
望
ま
で
）
を
明
記
し
、
都
城
農
業
高

等
学
校（
〒
885-

0
0
1
9　

祝
吉
一
丁

目
5
番
地
1
）　

☎
22-

4
2
8
0
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講
座·

教
室

Course·Class
都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
科
定
員
10

人
で
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
着
付
け
科（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
木
曜
日

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時
、
7
月
10
日
㈭

②
昼
の
部　

13
時
〜
15
時
、
7
月
10
日
㈭

③
夜
の
部　

19
時
〜
21
時
、
7
月
10
日
㈭

●
費
用　

1
万
1
、0
0
0
円

【
洋
裁
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
毎
週
木
曜
日　

10
時
〜
15
時
、

　

7
月
3
日
㈭

②
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日　

9
時
〜
13
時
、

　

7
月
12
日
㈯

●
費
用　

①
4
万
円　

②
2
万
円

【
手
編
み
科（
１
年
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
曜
日

　

10
時
〜
15
時
、
7
月
1
日
㈫

●
費
用　

5
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日　

　

18
時
〜
21
時
、
7
月
7
日
㈪

●
費
用　

4
万
2
、0
0
0
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は
3
万
7
、0
0
0
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
資
格
取
得
コ
ー
ス（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
月
・
木
曜
日

　

18
時
30
分
〜
21
時
、
7
月
7
日
㈪

●
費
用　

4
万
2
、0
0
0
円　

※
雇
用
保
険
加
入
者
は
3
万
7
、0
0
0
円

【
経
理
事
務
科（
３
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日　

毎
週
火
・
木
曜
日　

　

18
時
30
分
〜
21
時
、
8
月
5
日
㈫

●
費
用　

3
万
円　

※
雇
用
保
険
加
入
者

は
2
万
5
、0
0
0
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６
カ
月
）】

●
日
程
・
開
講
日

①
隔
週
金
曜
日　

9
時
〜
12
時
、

　

7
月
4
日
㈮

②
隔
週
土
曜
日　

9
時
〜
12
時
、

　

7
月
5
日
㈯

●
費
用　

①
②
と
も
2
万
1
、0
0
0
円

問　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23-

2
3
1
6

都
城
高
専
公
開
講
座

【
海
外
旅
行
で
役
立
つ
英
会
話（
初
級
編
）】

●
日
程

　

6
月
25
日
㈬
・
27
日
㈮
・
30
日
㈪
、

　

7
月
2
日
㈬
・
4
日
㈮
の
19
時
〜
21
時

●
場
所　

都
城
高
専

●
定
員　

25
人　

※
先
着
順

●
費
用　

6
、4
0
0
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

問　

6
月
20
日
㈮
ま
で
に

　
　
　

都
城
高
専　

☎
47-

1
3
0
6

都
城
さ
く
ら
聴
覚
支
援
学
校
開
放
講
座

「
ろ
う
学
校
へ
行
こ
う
！
」

●
日
時　

6
月
15
日
㈰
、
8
月
3
日
㈰
の

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
対
象
・
定
員　

聴
覚
障
が
い
に
関
心
が

あ
る
人
、
30
人

●
内
容　

聴
覚
障
が
い
者
と
の
交
流
な
ど

問　

各
開
講
日
の
3
日
前
ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
都
城
さ
く
ら

聴
覚
支
援
学
校

☎
22-

0
6
8
5　

Fax 

22-

0
6
2
8 

Ｅ
メ
ー
ル　

toro@
m
iyazaki-c.ed.jp

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
主
催
で
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

6
月
13
日
㈮
・
7
月
11
日
㈮
の

16
時
〜
17
時
、
17
時
10
分
〜
18
時
10
分
、

18
時
20
分
〜
19
時
20
分

●
定
員　

6
人　

※
各
時
間
に
1
人
ず
つ

【
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

（
色
彩
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

●
日
時　

7
月
5
日
㈯　

13
時
〜
16
時

●
定
員　

16
人

●
材
料
費　

5
0
0
円

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
23-

2
0
0
1
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勤
労
者
会
館

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
主
催
で
、
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

勤
労
者
会
館（
東
町
）

【
就
職
活
動
＆
職
業
生
活
何
で
も
相
談
】

●
日
時　

6
月
27
日
㈮
の
17
時
〜
18
時
、

　
　
　
　

18
時
10
分
〜
19
時
10
分
、

　
　
　
　

19
時
20
分
〜
20
時
20
分

●
定
員　

3
人

※
各
相
談
時
間
に
1
人
ず
つ

【
簡
単
着
付
け
教
室
】

●
日
時　

6
月
26
日
㈭　

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
21
時

●
定
員　

10
人

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

●
日
時　

6
月
15
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
定
員　

30
団
体　

※
宮
崎
県
共
同
募
金

会
へ
の
売
り
上
げ
の
10
㌫
寄
付
が
条
件

●
会
場
使
用
料　

5
0
0
円　

問　

勤
労
者
会
館　

☎
23-

1
1
5
1

パ
ン
教
室

●
日
時　

6
月
25
日
㈬　

10
時
〜
13
時

（
昼
の
部
）、
18
時
〜
21
時（
夜
の
部
）

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

（
高
城
町
石
山
）

●
内
容　

ツ
ナ
マ
ヨ
と
抹
茶
大
納
言

●
費
用　

2
、5
0
0
円（
材
料
費
含
む
）

●
定
員　

10
人

※
受
け
付
け
は
開
講
日
の
2
日
前
ま
で
。

参
加
者
が
少
な
い
と
き
は
、
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

問　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

☎
58-

2
0
8
8

弓
道
体
験
教
室

　

年
齢
・
経
験
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

●
日
程　

7
・
8
月
の
毎
週
火
・
土
曜
日

　
（
12
回
程
度
）、
19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

20
人
程
度

●
費
用　

5
、0
0
0
円

問　

宮
崎
県
弓
道
連
盟
都
城
支
部

　
　
　

☎
24-
4
3
3
4（
上
野
）

「
民
踊
」講
習
会

　

六
月
灯
や
地
区
行
事
で
役
立
つ
踊
り
を

講
習
し
ま
す
。

●
日
時　

6
月
22
日
㈰　

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
対
象　

踊
り
に
興
味
が
あ
る
人

●
参
加
費　

5
0
0
円

　
　
　
　
　
（
資
料
・
保
険
料
含
む
）

　

都
城
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

　
　

☎
25-

5
7
0
5（
井
上
）

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

●
日
時　

7
月
29
日
㈫

①
給
油
取
扱
所
従
事
者　

9
時
〜
12
時

②
給
油
取
扱
所
従
事
者
以
外
の
人

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　

6
月
12
日
㈭
〜
20
日
㈮
の
間
に
、

受
講
申
請
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
宮

崎
県
危
険
物
安
全
協
会（
〒
880-

0
8
0
4

宮
崎
市
宮
田
町
1-

11
）

☎
0
9
8
5-

22-

1
8
6
8

 

相　

談

Counseling

行
政
相
談

●
日
時
・
場
所

6
月
17
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館

6
月
19
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
７
階

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

3
1
7
4

知
財
駆
け
込
み
寺
連
携
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

6
月
17
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

2
7
5
3



2008.6　20

暮らしの情報

 
相　

談

Counseling
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

無
料
法
律
相
談

●
日
時　

6
月
18
日
㈬　

18
時
〜
21
時　

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

9
人
程
度　

※
要
予
約 

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

　
　

☎
25-

3
2
4
0

国
民
生
活
金
融
公
庫

創
業
定
例
相
談
会

　

創
業
を
目
指
す
人
や
創
業
間
も
な
い
人

な
ど
の
支
援
を
目
的
と
し
た
相
談
会
で
、

融
資
制
度
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
日　

毎
週
木
曜
日

問
・
場
所　

国
民
生
活
金
融
公
庫

宮
崎
支
店（
宮
崎
市
広
島
2-

12-

11
）

☎
0
9
8
5-

23-

3
2
7
4

社
会
保
険
事
務
所
年
金
相
談

●
６
月
の
日
程

【
平
日
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
19
時

【
休
日
】
6
月
14
日
㈯
・
21
日
㈯

　
　
　
　

22
日
㈰
の
9
時
30
分
〜
16
時

問　

都
城
社
会
保
険
事
務
所

　
　

☎
23-

2
5
7
1

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

6
月
20
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

6
月
24
日
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
１
階
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

6
月
17
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

6
月
24
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

中
心
市
街
地

空
き
店
舗
対
策
事
業
費
補
助
金

　

中
心
市
街
地
の
重
点
地
区
内
に
お
い

て
、
一
定
要
件
を
満
た
す
空
き
店
舗
を
活

用
し
て
事
業
を
行
う
人（
企
業
）
に
、
店

舗
の
改
装
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　

空
き
店
舗
の
要
件
を
満
た
し
、

小
売
り
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
を
営

む
人
、
ま
た
は
営
も
う
と
す
る
人（
企
業
）

●
補
助
対
象
経
費　

店
舗
改
装
費

※
備
品
、
什
器（
じ
ゅ
う
き
）、
過
剰
な

改
装
費
な
ど
は
除
く

●
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

以
内
で
、
最
高
限
度
額
1
0
0
万
円

●
募
集
時
期　

6
月
か
ら
随
時
募
集

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3

教
科
書
展
示
会

　

現
在
、
小
中
学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教

科
書
や
、
今
後
採
用
対
象
と
な
る
教
科
書

な
ど
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
場
所　

都
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
南
小
学
校
内
）

●
期
間　

6
月
20
日
㈮
〜
7
月
3
日
㈭　

9
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分　

※
土
・
日
曜
日
も
開
館

問　

南
小
学
校　

☎
22-

3
4
3
0
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社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

　

社
会
福
祉
法
人
が
、
低
所
得
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
サ
ー
ビ
ス　

市
に
申
し
出
の
あ
っ

た
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
通
所
介
護
、
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
短

期
入
所
生
活
介
護
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
お
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
に
伴

う
食
費
、
居
住
費
（
滞
在
費
）、
宿
泊
費

※
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

●
対
象
者

　

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
く
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
生
計
が
困
難
と
市
が
認
め
た
人

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
1
5
0
万

円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で
3
5

0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増
え
る
ご
と

に
1
0
0
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

③
世
帯
が
居
住
用
の
家
屋
、
そ
の
ほ
か
日

常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に

利
用
し
得
る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

こ
と

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

※
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
旧
措
置
入
所

者
で
、
利
用
者
負
担
割
合
が
5
㌫
以
下

の
人
に
つ
い
て
は
、
軽
減
制
度
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全
員

の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

※
源
泉
徴
収
票
、
年
金
支
払
通
知
、
そ
の

ほ
か
収
入
を
証
す
る
書
類

②
申
請
者（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯
全
員

の
預
金
通
帳
（
定
期
預
金
含
む
）、
印

鑑
（
認
め
印
可
）

③
申
請
者（
対
象
者
）の
健
康
保
険
証

●
そ
の
他　

す
で
に「
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証
」
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
6
月
30
日
㈪
ま
で
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
7
月
以
降

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

の
課
税
状
況
な
ど
に
よ
り
認
定
し
ま
す
の

で
、
前
年
度
の
認
定
内
容
と
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

　
　
　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
に

よ
る
に
お
い
や
害
虫
発
生
、
降
雨
時
の
ふ

ん
尿
流
出
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

畜
舎
の
清
掃
や
た
い
肥
舎
、
運
動
場
の

適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
畜
排
せ
つ
物
法
の
管
理
基

準
に
従
っ
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
な
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

畜
産
課　

☎
23-

2
7
6
9

ご
存
じ
で
す
か

中
小
企
業
金
融
制
度

　

中
小
企
業
の
経
営
安
定
や
設
備
の
近
代

化
に
必
要
な
資
金
を
円
滑
に
供
給
す
る
た

め
、
市
が
資
金
の
一
部
を
金
融
機
関
に
預

託
し
、
金
融
機
関
の
協
調
を
得
て
低
金
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

●
制
度
の
種
類　

①
小
口
零
細
企
業
融
資

制
度　

②
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度

●
対
象　

①
は
小
規
模
企
業
者　

　
　
　
　

②
は
中
小
企
業
者

●
融
資
利
率　

①
は
年
2
・
6
㌫

　
　
　
　
　
　

②
は
年
2
・
8
㌫

●
融
資
条
件　

・
市
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
が
あ
る
こ

と（
法
人
の
場
合
は
、
法
人
登
記
が
市

内
に
あ
る
こ
と
）

・
宮
崎
県
信
用
保
証
協
会
の
取
り
扱
う
保

証
対
象
業
種
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
融
資
限
度
額　

1
、0
0
0
万
円

●
融
資
期
間　

7
年
以
内（
据
置
期
間
1

年
以
内
）

●
償
還
方
法　

一
括
ま
た
は
分
割　

※
償

還
期
間
が
1
年
を
超
え
る
場
合
は
分
割

●
保
証
人　

法
人
の
場
合
は
、
原
則
と
し

て
代
表
者
の
み
。
個
人
の
場
合
は
原
則
と

し
て
不
要

●
保
証
料　

0
・
35
㌫
〜
2
・
10
㌫
（
料

率
1
・
25
㌫
を
上
限
と
し
て
市
が
補
助
）

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3



2008.6　22

暮らしの情報

 
お
知
ら
せ

Inform
ation

「
生
活
機
能
評
価
」

　
「
生
活
機
能
評
価
」
は
、
要
介
護
状

態
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
早
期
発
見
す

る
た
め
に
実
施
す
る
無
料
健
診
で
す
。

●
対
象　

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険

加
入
者
で
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人

（
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
）

※
対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

基
準
に
該
当
す
る
人
に
の
み
送
付
す

る
「
生
活
機
能
評
価
受
診
券
」
を
持

参
の
上
、
指
定
医
療
機
関
で
受
診

●
健
診
内
容　

問
診
、
診
察
、
貧
血
検

査
、
心
電
図
な
ど

●
期
間　

6
月
2
日
㈪
〜
11
月
29
日
㈯

●
そ
の
他　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お

よ
び
現
在
75
歳
以
上
の
人
に
は
、
す
で

に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
中
に
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月

の
翌
月
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

問　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
8
4

児
童
手
当

◎
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
小
学
校
修

了
前
特
例
給
付
の
振
り
込
み

　

手
当
の
6
月
期
分（
2
〜
5
月
分
）

を
6
月
10
日
㈫
に
振
り
込
み
ま
す

●
対
象　

小
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
認
定
請
求
書

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
人

●
手
当
月
額

①
3
歳
未
満　

一
律
1
万
円　

②
3
歳
以
上　

　

第
1
・
2
子　

5
、0
0
0
円

　

第
3
子
以
降　

1
万
円

※
請
求
月
の
翌
月
か
ら
支
給

●
そ
の
他　

出
生
、
死
亡
、
離
婚
、
転

出
や
転
入
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
市
民
課
と
は
別
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

◎「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
6
月
に「
児
童
手
当
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
児
童
手
当
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
前
年
の
所
得

や
6
月
1
日
現
在
の
子
ど
も
の
養
育
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
届
け
出
で
す
。

該
当
者
に
は
、
6
月
中
旬
に
「
現
況
届

用
紙
」
な
ど
を
発
送
し
ま
す
。
必
要
書

類
を
そ
ろ
え
て
、
7
月
11
日
㈮
ま
で
に

市
役
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童

と
同
居
で
あ
り
、
記
載
事
項
に
変
更
が

な
い
場
合
は
郵
送
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

提
出
が
な
い
と
、
6
月
以
降
の
手
当
は

支
給
さ
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

胃・子
宮
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
30
人
に
満
た
な
い
と
き

は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

都
城
地
域

7
／
1
㈫
五
十
市
地
区
公
民
館

7
／
2
㈬
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

高
城
地
域

7
／
3
㈭
高
城
多
目
的
研
修
集
会
施
設

7
／
8
㈫
高
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

7
／
9
㈬
石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

7
／
10
㈭
高
城
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

7
／
11
㈮
高
城
児
童
館

山
田
地
域

7
／
29
㈫
山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

7
／
30
㈬
木
之
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

7
時
30
分
〜
9
時

※
都
城
地
域
は
8
時
〜
9
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

平
成
元
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
奇
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
平
成
元
年
、
昭
和
63
年
、
61
年
…
）

7
／
17
㈭

・
五
十
市
地
区
公
民
館

　

9
時
〜
10
時

・
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
そ
の
他　

子
宮
が
ん
検
診
は
、
2
年

に
1
回
の
受
診
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

4
月
1
日
以
降
に
が
ん
検
診
を
受
け
た

人
、
職
場
や
病
気
で
同
等
の
検
診
を
受

け
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診
5
0
0
円
、

子
宮
が
ん
検
診
4
0
0
円

※
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯

や
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人

は
、
証
明
書
や
保
険
証
を
提
示
す
れ

ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

問　

健
康
長
寿
課 

☎
23-

2
7
6
5

物
品
等
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請

　

県
が
行
う
物
品
の
買
い
入
れ
な
ど
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な「
競

争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
へ
の
登
載

を
希
望
す
る
人
は
、
資
格
審
査
申
請
が

必
要
で
す
。

●
受
付
期
間　

7
月
1
日
㈫
〜
31
日
㈭

9
時
〜
16
時　

※
土
・
日
・
祝
日
除
く

●
場
所　

県
庁
附
属
棟
3
0
6
号
室

●
申
請
書
配
布　

都
城
県
税
・
総
務
事

務
所
、
県
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

【
出
張
受
付
】

●
日
時　

7
月
22
日
㈫　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
総
合
庁
舎

問　

宮
崎
県
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
2
0
8
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介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
含
む
）
の
居
住
費（
滞
在
費
）
お
よ
び

食
費
は
自
己
負
担
で
す
が
、
市
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
の
低
所
得
の
人
は
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
、
介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
を
行
い
、
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で

に「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
6
月
30
日
㈪
ま

で
に
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な

お
、
7
月
以
降
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

は
、
平
成
20
年
度
の
課
税
状
況
な
ど
に

よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
度
の
認

定
内
容
と
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

都
城
・
旭
川
児
童
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

　

夏
休
み
と
冬
休
み
に
、
北
海
道
旭
川

市
の
子
ど
も
た
ち
と
す
て
き
な
思
い
出

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
夏
だ
け
、

冬
だ
け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
の
小
学
4
年
生

か
ら
中
学
2
年
生
、
20
人

　

6
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
各
学
校
長

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
夏
季
交
流
】

　

旭
川
の
子
ど
も
た
ち
を
都
城
の
子
ど

も
の
家
庭
に
受
け
入
れ
ま
す

●
日
程　

7
月
26
日
㈯
〜
7
月
30
日
㈬

●
費
用　

小
・
中
学
生
と
も
に
3
万
円

【
冬
季
交
流
】

　

夏
に
受
け
入
れ
た
旭
川
の
子
ど
も
た

ち
の
家
庭
に
都
城
の
子
ど
も
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
ま
す

●
日
程　

平
成
21
年
1
月
3
日
㈯
〜

　
　
　
　

1
月
7
日
㈬

●
費
用　

小
学
生
7
万
5
、0
0
0
円

　
　
　
　

中
学
生
10
万
円

問　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事
務
局（
月
・

水
・
金
曜
日
の
10
時
〜
17
時
の
み
）

☎
24-

5
3
1
2

税
源
委
譲
に
伴
う
所
得
変
動

　

税
源
委
譲
に
よ
り
平
成
19
年
中
の
所

得
税
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税

率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影

響
の
み
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
住
民
税

か
ら
、
税
源
委
譲
に
よ
っ
て
増
額
と

な
っ
た
住
民
税
額
を
還
付
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
賦
課
期
日（
平
成
19
年

1
月
1
日
）
お
よ
び
平
成
20
年
度
賦
課

期
日（
平
成
20
年
1
月
1
日
）
に
市
内

在
住
で
、
こ
の
経
過
措
置
に
該
当
す
る

人
に
は
、
6
月
中
に
減
額
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
申
告
期
間
中
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
期
間

　

7
月
1
日
㈫
〜
7
月
31
日
㈭

※
他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
は
、
転

入
前
の
市
町
村
に
確
認
く
だ
さ
い

問　

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

納
税
者
が
ふ
る
さ
と
に
対
し
て
貢
献

ま
た
は
応
援
し
た
い
と
い
う
趣
旨
で
市

町
村
な
ど
に
寄
付
し
た
場
合
、
そ
の
寄

付
額
の
う
ち
5
、0
0
0
円
を
超
え
る

部
分
を
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
控
除
対
象
と
な
る
の
は
、

個
人
住
民
税
所
得
割
の
額
の
1
割
ま
で

で
す
。
な
お
、
ほ
か
の
市
町
村
な
ど
へ

寄
付
す
る
場
合
は
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

　

都
城
広
域
都
市
計
画
下
水
道
と
都
城

広
域
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
つ
い

て
、
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
期
間　

6
月
13
日
㈮
〜
6
月
27
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

【
都
城
広
域
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
】

●
区
域
名　

都
島
町

●
施
設
名　

岳
下
ポ
ン
プ
場

【
都
城
広
域
都
市
計
画
公
園
の
変
更
】

●
区
域
名　

下
長
飯
町

●
施
設
名　

ふ
る
さ
と
街
区
公
園

問　

都
市
計
画
課　

☎
23-

2
7
6
2

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
6/22

（日）
藤元早鈴病院（内） 25-1212
鵜木内科医院（循・内） 26-0008
山田医院（内・小・リウ・アレ） 64-2816
西平外科（外・胃） 25-5551
小牧病院（整） 24-1212
かみながえクリニック（耳鼻） 25-0224
柴田歯科医院 26-5858

6/29
（日）

城南病院（小・内） 26-3662
いづみ内科（内） 22-7111
長倉医院（内） 52-2109
よしかわクリニック（麻・整・内） 23-9384
とまり内科外科胃腸科 52-1135
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
末原歯科医院 37-0047

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会
は☎23-5555、歯科医師会は☎25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
6/22㈰ きりしま、くげ、さわやか
6/29㈰ プリマリー、マーガレット、大光
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読
み
聞
か
せ
の
部
屋（
定
員
20
人
程
度
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
今
月
の
お
す
す
め
の
本
」

●
問
い
合
わ
せ

　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

蔵書点検のための休館
＜６月５日㈭～18日㈬＞

　蔵書の有無や配置場所の確
認、図書の大がかりな移動な
ど、普段できない蔵書の点検・
整理を行います。
　十数万冊に及ぶ蔵書を一冊
一冊手作業で点検・整理する
ため、長期の休館になり大変
ご迷惑をお掛けしますが、ご
理解・ご協力をよろしくお願い
します。

本とお話の会
●日時・内容 6月21日㈯　14：30～
　ヘンゼルとグレーテル（グリム童話）
　7月12日㈯　14：30～
　浦島太郎（日本昔話）
おはなしのへや “そらまめ ”
●日時　6月26日㈭　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会“愉快な四人語り”
　４人の語り部による方言を使った昔
話語りです。対象は、児童から大人まで。
●日時　6月28日㈯　14：30～15：00
　　　　7月5日㈯　14：30～15：00

オオカミのグーはお母さん
がイタチなのが嫌だった…
お母さんの愛の強さ、深さ
にほろりとします。

「
オ
オ
カ
ミ
グ
ー
の

 

は
ず
か
し
い
ひ
み
つ
」

木
村
裕
一（
作
）・
宮
西
達
也（
絵
）

童
心
社（
出
版
）

『チョコレート工場の秘密』
の作者の詩歌を集めたもの。
リズミカルな名訳を音読する
と音の響きで楽しくなります。

武装する図書館 !?　『図書
館戦争』シリーズの別冊。
アニメ化もされた同シリーズ
の原作本もぜひ！

「
き
ゃ
く
い
ん
ソ
ン
グ
」

ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル（
作
）・
柳
瀬
尚
紀（
訳
）

評
論
社（
出
版
）

6
16

7
15

『
別
冊　

図
書
館
戦
争
Ⅰ
』

有
川
浩（
著
）

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス（
出
版
）

日　

程

巡　

回　

場　

所

巡
回
時
間

6
／
19
㈭

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

6
／
20
㈮

7
／
10
㈭

縄
瀬
小
学
校

高
崎
地
区
公
民
館

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

6
／
21
㈯

久
保
原
西
自
治
公
民
館

鷹
尾
五
丁
目
公
民
館

市
営
都
原
団
地

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
00
分
〜
14
時
30
分

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

6
／
24
㈫

7
／
11
㈮

県
営
北
原
団
地

丸
野
小
学
校

高
城
地
区
公
民
館

10
時
50
分
〜
11
時
20
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

6
／
25
㈬

梅
北
小
学
校

今
町
小
学
校

14
時
20
分
〜
15
時
00
分

15
時
30
分
〜
16
時
20
分

6
／
26
㈭

7
／
15
㈫

安
久
小
学
校 

※
6
／
26
の
み

ミ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

 

な
が
や
ま
志
比
田
店

谷
頭
児
童
館

13
時
10
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

15
時
20
分
〜
16
時
00
分

6
／
27
㈮

小
松
原
地
区
公
民
館

乙
房
小
学
校

市
営
都
北
団
地

10
時
40
分
〜
11
時
10
分

13
時
00
分
〜
13
時
50
分

14
時
30
分
〜
15
時
00
分

6
／
28
㈯

祝
吉
地
区
公
民
館

沖
水
小
学
校

石
山
体
育
セ
ン
タ
ー

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

13
時
00
分
〜
14
時
00
分

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

7
／
1
㈫

木
之
川
内
小
学
校

14
時
00
分
〜
16
時
00
分

7
／
2
㈬

夏
尾
小
学
校

菓
子
野
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

7
／
4
㈮

御
池
小
学
校

庄
内
小
学
校

13
時
00
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

7
／
5
㈯

山
之
口
ふ
も
と
保
育
所

山
之
口
地
区
公
民
館

市
営
一
万
城
北
団
地

10
時
45
分
〜
11
時
15
分

13
時
00
分
〜
13
時
40
分

14
時
15
分
〜
14
時
45
分

7
／
8
㈫

西
岳
地
区
公
民
館

吉
之
元
小
学
校

西
岳
小
学
校

11
時
10
分
〜
11
時
40
分

13
時
00
分
〜
13
時
45
分

14
時
20
分
〜
15
時
30
分

7
／
9
㈬

川
東
小
学
校

志
和
池
小
学
校

12
時
30
分
〜
13
時
30
分

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

休館日：6月5日～18日、23日、30日、7月3日、7日、14日 ／ 開館時間：9：30 ～18：50



　
　

広報カレンダー
※[　　]内は場所、■問は問い合わせ先

Event
Calendar

●問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎ 23-2295

わ
た
し
の

一
言

（
80

字
以

内
）

今
月

号
を

読
ん
で
の

感
想

       

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

国際交流員国際交流員
のひとりごとのひとりごと
国際交流員
のひとりごと

都城、こんにちは！
　都城の皆さん、こんにちは！
　わたしは中国の重慶市から来た新しい国際交流員
です。2000年に中国四川外国語学院の日本語学部を
卒業後、4 月の来日までずっと重慶工商大学で基礎
日本語を教えていました。故郷と家族を離れて、ホー
ムシックになることがありますが、都城の友達のお
かげで、だんだん新しい環境に慣れてきました。
　国際交流員として、中国の伝統文化ばかりでなく、
急速に発展している中国を日本の皆さんに紹介し、
帰国後はもっと生き生きした日本と日本文化を学生
たちに教えてあげたいです。中日友好交流を促進す
るために力を尽くしたいと思います。
　2008 年 5 月 12 日、この忘れられない日に、中国
四川省でマグニチュード 8.0 級の大地震が起こりま
した。私の故郷重慶市も被災しましたが、幸いに家
族は皆無事で、ちょっと安心しました。でも、死亡
者の人数が毎日どんどん増えていくニュースを見る
と、同胞のひどい苦しみに胸が痛みます。日本を含
めて、世界各国からいろいろ助けてもらって、義援
金とか、見舞品とか、救援隊も地震中心地に入った
ことに、中国人として感謝で胸がいっぱいです。余
震がまだ続いていますが、祖国の人たちが無事に災
害を乗り越えられるように心から願っています。

6月

20日㈮
9:30～

生涯学習ボランティア指導者認定講習会
［中央公民館］
問生涯学習課　☎ 23-9545

21日㈯
18:30～

まちなかキャンドルナイト（灯ろうの灯りと
スチールドラムの響き）　［交流プラザ］
問交流プラザ　☎ 26-7770

22日㈰
13:00～

民踊講習会　［交流プラザ］
問都城市レクリエーション協会
☎ 25-5705（井上）

23日㈪
10:00～

子育て支援ボランティアスキルアップ講座
［都城市子育て支援センター］
問都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

24日㈫～
27日㈮

小学校巡回寄席　［市内８小学校］
問生活文化課　☎ 23-2132

7月

１日㈫
青井岳キャンプ場開き　

［青井岳キャンプ場］
問青井岳荘　☎ 57-2177

６日㈰
8:30～

山田地区公民館対抗バレーボール・ソフ
トバレーボール大会
［山田体育館ほか］
問山田総合支所教育課　☎ 64-1121

８日㈫
13:00～

大淀川サミット宮崎大会
［宮崎市民プラザ］
問環境政策課　☎ 23-2130

８日㈫～
９日㈬

おかげ祭り　［神柱神社周辺］
問おかげ祭り振興会　☎ 21-4835

6/16
～7/15

李小姝（リ ショウシュ）さん
（中国）　Vol.1



施 設 案 内

広報クイズ読者プレゼント

広
報
み
や
こ
の
じ
ょ
う

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の
中から一部を紹介します

⇩点線に沿ってお切りください（官製はがきでも可）

お
手
数
で
す
が

50円
切
手
を

お
張
り
く
だ
さ
い

8
8
5
8
5
5
5

PO
ST CARD

フ
リ
ガ
ナ

ご
氏

名

ペ
ン
ネ
ー
ム
ま
た
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

※
ご

記
入
が
な
い

場
合
は

、
イ
ニ
シ
ャ
ル
で

表
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

ご
住

所
　

□
□

□
－

□
□

□
□

お
電

話
番

号
　（

　
　

　
　

）　
　

　
　

―
　

　
　

　
　

ク
イ
ズ
の

答
え

①②③

　
　　 読者の

一言
□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　6月16日、23日、30日、7月7日～17日
　　　　※7月12日㈯および13日㈰は住民票の発行はできません
・「表現の多様性（構図と色彩）」収蔵作品展（～7月6日）
□都城歴史資料舘（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日
□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日
□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金土19：00～22：00、土日9：30～17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300円　小学生100円
※この期間は、シーズン最後の土星が楽しめます

※6月16日
　～7月15日の日程

・総合文化ホールで開かれた第 １ 回都城民俗
芸能祭を見に行きました。ステージにジャン
カン馬が登場したときは感動しました。２ 回
目が楽しみです。 （下川東２丁目・Ｓさん）

・ガソリンや物価の上昇など、私たちの生活も
かなり切り詰めていかなければならない状況
です。１月に第 ３ 子が生まれたので、なお
のこと気を引き締め、財布のひもを締めてい
こうと思います。 （山之口町・Ｈさん）

・この前からニュースなどで福田首相が出る
と、「バックが変わっている。きれいだな」と
思っていました。まさか都城市の方の作品（ち
ぎり絵）とは驚きました。 （金田町・Ｋさん）

・平成２０年度当初予算は、妊婦乳幼児健康診
査費の公費負担の回数が増えることや子ども
基金で子どもが生き生きと育つ環境を整備す
ることなど、今からまだ子どもを生みたいと
考えている私にとって、とても気になる内容
でした。安心して住める都城になりそうです
ね。 （鷹尾１丁目・Ｋさん）

・とてもさわやかな、素晴らしい、都城市にふ
さわしい市旗が出来ましたね。

 （高城町・Ｋさん）

都
城
市
役
所
  秘
書
広
報
課
  行

（
広
報
  都
城
  N
o.30　

2008
年
6
月
号
）Vol.30
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編 集 後 記
　４月の定期異動で広報担当となり、毎日バタバタと
過ごしているうちに２カ月がたちました。
　毎月の広報紙の作成は広報担当の頑張りはもちろん
ですが、市民の皆さんからのさまざまな意見や取材へ
の協力が欠かせないということをこの２カ月であらた
めて感じました。今後少しずつ経験を重ねながら、さ
らに読みやすく親しみやすい広報紙作りを目指して頑
張りたいと思います。（憲）

●市の提供番組案内

　　テレビ  Television

•BTVケーブルテレビ（5ch）　※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
①7：30～　②12：30～　③18：30～
④21：45～（月～金曜日）21：30～（土・日曜日）
⑤24：30～

＜今後の放送予定＞
6月21日～ 30日
　「夏休み親子陶芸教室」
7月１日～ 10日
　「宿題手伝い隊」
7月11日～ 20日
　「夏を遊ぼう」

　　ラジオ  Rad i o

•MRTラジオ（AM放送 936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎ 23-3174）

•シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49 ～ 9：54、16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
　（12：00～13：00）でも、市政情報や市民活動
　の紹介などを放送しています

■問
①
今
月
の
特
集
「
健
康
は
適
度
な
○
○
と
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
か
ら
」

■問
②「
人
の
風
景
」
で
紹
介
し
た
田
代
義
博
さ
ん
が
立
ち

上
げ
た
の
は
都
城
・
歴
史
と
○
○
の
町
づ
く
り
会
議

■問
③
市
職
員
が
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
て
市
政
の
話
を
す
る
講
座
は「
○
○
○
市
役
所

元
気
講
座
」

◎
応
募
方
法　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
、
わ
た
し
の
一
言
、
6
月
号
を
読

ん
で
の
感
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「
都
城
賛
歌
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を
毎
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ん
で
い
ま
す
が
、
都
城
市
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身
で
活
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れ
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い
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さ
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③
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●都城市現住人口

平成20年5月1日現在　（前 月 比）
世 帯 数　 69,860世帯（　　 172）
人口総数　168,601 人　（　　-428）
　　　男　 78,943 人　（　　-197）
　　　女　 89,658 人　（　　-231）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

●今月の表紙

笛水の魅力を発信「笛水ウオーク」（5月11日）
　市内外から訪れた参加者たちは、新緑まぶしい
木立の中を歩き、山菜を採ったり、記念写真を撮っ
たりして初夏の里山を満喫。ゴールの後

うしろびら

平公民
館では地どれの食
材を使った昼食が
振る舞われたほか、
シュロの葉を使っ
たバッタ作り教室
も開かれ、熱心に
見入る親子連れの
姿が見られました。



都城

朝鮮国王国書
［ちょうせんこくおうこくしょ］

島津家の名宝

Miyakonojo Shimazu

　弘治13（1500）年、朝鮮国王李隆が琉球国王
尚真にあてた外交文書で、日本に現存する最古
の朝鮮国王国書です。
　朝鮮に漂着した琉球船の乗組員を保護したの
で、琉球に送り届けるという内容の文書で、当
時の朝鮮国と琉球国の外交関係をうかがい知る
ことができます。
 もともとは櫛間（串間）の領主であり、九州の
海上交通に深くかかわっていた野辺氏が入手し
たものを、後に都城島津家の家臣となった向井
氏（野辺氏の一族）が都城島津家に献上したと伝
えられています。

※都城島津家史料は、今後有効に活用していくた
め、平成21年まで詳細な調査を行い、目録を作
成します
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INFORMATION

●日時：７月18日（金） 18：30開場 19：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　中ホール
●出演：南野陽子、光石研、前田健、峯村リエ、
　　　　酒井敏也、山西惇、近藤芳正
●料金：【全席指定】4,000円　※チケット発売中
　　　　※ＭＪ友の会会員500円割引
　　　　　未就学児童入場不可
●問い合わせ：都城市総合文化ホール
　　　　　　　TEL23-7140
　　　　　　（チケット専用電話 TEL23-7190）

劇団♬ダンダンブエノ
七味公演「ハイ！  ミラクルズ」

光石が飛ぶ　酒井がキレる
山西が跳ねる　南野が咬みつく

か

峯村の体当たり　マエケンの八つ当たり　近藤の湯あたり。
ハイ！　なテンションがミラクルをおこす♪

●日時：6月27日（金）　19：00～21：00
●会場：ウエルネス交流プラザ
　　　　茶霧茶霧ギャラリー
●参加資格・定員：
　アイデアマラソン講演会を聴講したことがある人、30人
●料金：一般2,000円、高校生以下500円
　　　　※２日間共通券3,500円（前売りのみ）
●問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　TEL26-7770

アイデア
マラソン研修会
～ワクワクを呼び覚ます発想法の実践～

●日時：6月26日（木） 
　　　　19：00～21：00
●会場：ウエルネス交流プラザ
　　　　茶霧茶霧ギャラリー
●料金：一般2,000円
　　　　高校生以下500円
●講師：樋口健夫さん
　　　　（IMS研究所所長）

アイデア
マラソン講演会
～夢を叶える3段ロケット～

かな

だ  よ  り

交プラ


